
 

 

日本鉱物科学会 平成１９年度総会 記事 
 
日時：平成 20年 9月 21日（日）9:00～10:00 
会場：秋田大学手形キャンパス・一般教育棟 2号館 203号講義室 
 
一、総会の議長選出 

 
黒澤正紀会員（筑波大学）が指名され、満場一致で承認された。 

 
一、定足数の確認 

 
庶務幹事より出席者85名と有効委任状49通の総数が会則第19
条の定足数（101）を満たすことが報告され、総会の成立が確認
された。 

 
一、黙祷 

 
物故会員（村井貞允永年会員、秀 敬永年会員、山崎達雄永年

会員、八木健三名誉会員、都城秋穂永年会員、坂野
昇平元会長） 

 
一、報告及び承認事項 
 
１．平成 19年度事業報告 
 
１）会員報告 

 
平島会員幹事より以下の会員動静について説明があった。 
会員合計 1,005名（一般正会員 876名、学生正会員 83名、永年
会員 36名、名誉会員 10名）。賛助会員 12件。購読会員 68件
（30団体、38書店）（9月 19日現在）。 

 
２）渉外・広報報告 

 
柳沢渉外・広報報告より、ホームページの状況と国際惑星地球
年（IYPE）への対応について説明があった。 

 
３）編集報告 

 
(1)藤巻和文誌編集幹事より以下の「岩石鉱物科学」誌の編集・発
行状況と、編集委員の交代について説明があった。 
・平成 19年度発行岩石鉱物科学 36巻 4号(7月号)～37巻 4号(7
月号)7号分の発行内容は、原著論文 9編 110 p、総説 3編 26 p、
資料･解説 4編 18 p、訂正 1編 1p、新刊紹介 7編 5 p、ニュース
4 p、投稿規定 3 p、学会記事 26 p、2008年会案内プログラム 28 
p、総目次 2 p、広告 13件 13 p、白頁 4 p、7号分合計総頁 240p。 

・37巻 4号 (7月号)8月末に発行済み。現在投稿論文は 6編。受
理可能 2編（9月 13日現在）。  
・GKK の 2000 年 5 月以降の電子ジャーナル化作業報告：2000
年、 2001年、 2002年、 2003年を公開完了。 

・J-STAGEジャーナルアーカイブ平成 20年度選定募集にGKK（ア
ーカイブは鉱物学雑誌）を応募した。 
・平成 20年 9月 20(土)17:00-18:00 GKK編集委員会開催報告 

*状況報告 
*規約に規定されている学会賞、奨励賞、応用鉱物科学賞受
賞者の GKKへの執筆要領と櫻井賞、萬次郎賞受賞解説文依
頼などについて 

*編集委員交代：集委員長を藤巻委員長から赤坂委員長に交
代する。編集委員についても一部交代の予定である。 

 
(2)榎並英文誌編集幹事より以下の「JMPS」誌の編集・発行状況
と、編集委員の交代、投稿方式の変更、別刷料金からページチ
ャージへの変更について説明があった。 

・平成 19年度発行の JMPS102巻 5号(10月)～JMPS103巻 4号(8
月）6号分の発行内容は、Reviews 1編 8 p、Articles 21編 240 p、

Letters 27編 120 p、 Min. Abst. 171件 36 p、Editorial 6 p、 Errata 
5件 3p、 投稿規程 18 p、 Index 4 p、 Contents 4 p、 白頁 7 p、 6
号分合計頁 446 p、 1号平均 74.3 p。 
・原稿の査読状況：2008年投稿 47編。うち受理 21編、不受理 7
編、査読中 19編。印刷待ち原稿総数 21編、査読中原稿総数 29
編（9月 13日現在）。 

・印刷状況：103巻 4号（8月号）を 8月末に発行。5号（10月号）
原著論文 4編、連合 Letters 6編を掲載予定。5編印刷中、5編準
備中。6号（12月号）：原著論文 4編を掲載予定。104巻 1号（2
月号）：原著論文 3-4編および年会 Letter掲載予定。2号（4月号）：
原著論文 3-4編を掲載予定（9月 13日現在）。 
・2008年会講演を Letterとして募集中。申込締切 10月 1日。 
・地球惑星科学連合加盟学会欧文誌担当者の意見交換会報告。 
・平成 20年 9月 20日(土)12:00-13:30 JMPS編集委員会開催 
議題 

*副編集委員長交代：吉朝 朗 会員  
*J-Stage を利用したオンライン投稿システムの構築（当面は、
投稿・受付時のみ利用し、査読は従来の方法で行う）。 

*オンライン投稿に伴う投稿規定改定、受理原稿の提出方法の
変更など。 

*JMPS審査指針の作成など 
*別刷り代からページチャージへの変更について 

 
４）行事報告 

 
工藤行事幹事、水田年会運営委員長より開催中の 2008 年年会
について説明があった。 

 
５）庶務報告 

 
宮脇庶務幹事より、後援、共催、協賛した研究集会等の報告が
あった。 

 
６）地球惑星科学連合報告 

 
大谷地惑連合連絡担当委員より 2009 年プログラム委員として
角替利昭会員（正）と長瀬敏郎会員(副)にお願いした旨、報告
があった。また地球惑星科学連合の法人化準備委員会の状況に
ついて説明があった。 

 
７）その他 

 
土’山会員から「はやぶさ２」に向けた声明文について説明が
あった。 

 
２．平成 19年度会計決算報告・承認 

 
留岡会計幹事より決算報告がなされた。 

 
３．会計監査報告 

 
高橋会計監査委員より上記の決算について監査報告がなされ、
承認された。 

 
４．平成 20年度会長および評議員選挙結果報告 

 
宮脇庶務幹事により、奥寺、森下選挙管理委員からの以下の選
挙結果報告が代読され、承認された。 

 
会   長：松原 聰 
評 議員：（五十音順） 
任期3年：赤井純治   石渡  明  入舩徹男   榎並正樹  大谷栄治 

工藤康弘   土`山 明   廣井美邦   圦本尚義  吉田武義 
 
任期2年：赤荻正樹   赤坂正秀  小山内康人 小澤一仁  奥山康子 



 

 

鍵  裕之   鈴木和博  田切美智雄  富樫茂子  平島祟男 
 
任期1年：阿部なつ江 彌富信義  黒澤正紀    小暮敏博  月村勝宏 

中村美千彦 長瀬敏郎  宮嶋  敏    村上  隆  吉朝 朗 
 
＜次点＞ 林信太郎 
 
投票発送総数：1,025通（海外 25通含） 
総投票数：353通（有効投票：350通、無効：3） 
開票日：平成 20年 8月 6日 
開票所：金沢大学自然科学研究科棟 2B319 号室 
選挙管理委員：奥寺浩樹 森下知晃  
立会人：酒寄淳史、石丸聡子、伊田明弘 
 
５．運営細則・各内規・各規定改正報告 
 
土’山会則・内規検討委員会委員長より、先の評議員会で審議・   
議決された運営細則・各内規・各規定の改正について説明があっ
た。 
  
 
一、審議事項 
 
１．平成 20年度事業計画 

工藤行事幹事より日本鉱物科学会 2009年年会・総会（2009年
9月 8日（火）～10日（木）：北海道大学）について説明があり、
質疑応答の後、満場一致で承認された。また、2009年連合大会
(2009年 5月 16日（土）～21日（木）：幕張メッセ国際会議場）
と 2010年年会・総会（会場未定）について説明があった。 

 
２．平成 20年度予算案 

留岡会計幹事より予算案について説明があり、質疑応答の後、
満場一致で承認された。 

 
３．会則改正 

土’山会則・内規検討委員会委員長より、会則改定案が示され、
質疑応答の後、満場一致で承認された。 

   
一、日本鉱物科学会賞授与 

松井選考委員長より選考結果が報告され、板谷会長より第 1 回
受賞者として有馬 眞会員、第 2 回受賞者として平井寿子会員
に賞状と記念品が授与された。 

 
一、渡邉萬次郎賞授与 

鹿園審査委員長より審査結果が報告され、板谷会長より第 24回
受賞者として森本信男会員（代理：北村会員）に賞状とメダル
が授与された。 

 
 
一、日本鉱物科学会論文賞授与 

 
圦本選考委員長よりの選考結果が庶務幹事から報告され、板谷会
長より第 3回受賞者として星出隆志会員、小畑正明会員、第 4回
受賞者として富岡尚敬会員に賞状と記念品が授与された。 
    
一、日本鉱物科学会研究奨励賞授与 

 
赤荻選考委員長より選考結果が報告され、板谷会長より第 1回受
賞者として寺崎英紀会員、第 2回受賞者として市山祐司会員に賞
状と記念品が授与された。 
    
 

一、日本鉱物科学会応用鉱物科学賞授与 
入舩選考委員長より選考結果が報告され、板谷会長より第 1回受
賞者として鈴木正哉会員に賞状と記念品が授与された。 
    
一、櫻井賞授与    

 
加藤選考委員長よりの選考結果が松原委員から報告され、板谷会
長より第 37 回受賞者として大西政之会員に賞状とメダル、副賞
が授与された。       

 
一、研究発表最優秀者賞授与   

 
工藤・大和田行事幹事より報告された選考結果に基づき、板谷会
長より第 5回受賞者として門馬綱一会員に賞状が授与された。 

  
一、研究発表優秀者賞授与 

 
工藤・大和田行事幹事より報告された選考結果に基づき、板谷会
長より第 6 回受賞者として林 宏樹会員、第 7 回受賞者として  
青木大空会員、第 8回受賞者として西宮ゆき会員にそれぞれ賞状
が授与された。 

 


